






 ハロウィンをめぐってドイツ民俗学会の機関誌が 2001 年後期号に特集した諸論考・報




  ハロウィン ― ハロウィナー ― ハロウィンナー？ ― 習俗変化とイヴェント・カル
チャーの間にあるスイスのハロウィン
  Gabriela Muri und Ueli Gyr (Zürich), Halloween – Halloweener – Hallowinner? 
Halloween zwischen Brauchverwandlung und Eventkultur in der Schweiz..
ハインツ・シリング（フランフルト・アム・マイン／ドイツ）　ハロウィン彗星
  Heinz Schilling (Frankfurt am Main), Komet Halloween.
アーロイス・デーリング（ボン／ドイツ）
  ライン地方のハロウィン ― 研究プロジェクトへのノート
  Alois Döring (Bonn), Halloween im Rheinland – Notizen zu einem 
Forschungsprojekt..
ザビーネ・デリング＝マントイフェル（アウクスブルク／ドイツ）現れ出たのは蠅の神
  Sabine Doering-Manteuffel (Augsburg), Zeichen vom Fliegengot.
ニコレッタ・ディアジオ（ストラスブール）会食と混乱と消費：食べる者たちと死者たち
  Nicoletta Diasio (Strasbourg), Communion, confusion, consommation: de la 














ハロウィン ― ハロウィナー ― ハロウィンナー？
― 習俗変化とイヴェント・カルチャーの間にあるスイスのハロウィン
ガブリエーラ・ムーリ／ユーリ・ギュール（チューリッヒ）
［原タイトル］　 Gabriela Muri und Ueli Gyr, Zürich, Halloween – Halloweener – 
Hallowinner? Halloween zwischen Brauchverwandlung und 
Eventkultur in der Schweiz.
 ドイツ・スイスのメディアが注目した最初のハロウィン・パーティーが開かれたのは，




















 2 Ruth Brüderlin, Happy Halloween. Der amrikanische Brauch wird auch in den Zürcher Stuben 
gefeiert（ハッピー・ハロウィン／アメリカの行事がチューリッヒでも祝われる）．In: Tages-Anzeiger, 

































 3 René von Euw, Tanz der Hexen und Vampire（魔女と吸血鬼のダンス）．In: Brückenbauer, Nr. 44, 






















 翌年は，さらに規模が拡大し，カボチャは 800 トン 250 品種にのぼり，来場者は 32 万
人という新記録になった。カボチャのピラミッドは世界記録としてギネスブックにまで









Party」も，1999 年にはハロウィンを看板に掲げて 6,000 人を集め，その四分の一が仮装
装束で参加した。パーティー企画のプロ4 が担当し，特に金のかかる衣装の参加者には特
典として仮面が渡された。パーティーには，もちろんメディアも関わった。地方メディア































 5 次のユッカー・ファームアートのビジネス・ドキュメントを参照， Betriebsdokumentation Jucker 
Farmart AG. Seegräben 2001, S. 11.
ヨーロッパ諸国のハロウィン（4）
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 スイス国内で生産をになっているのは，チューリッヒでは 8 人の農民だけだが，他の地
方では合わせて 100 人を超えるであろう。ユッカー一家自身はもはやカボチャの生産には
携わっていない。またベルリンのシュプレーヴァルトiv では，1500 人近くがキュウリとカ





 6 次のユッカー・ファームアートのパンフレットを参照， Firmenbroschüre Jucker Farmart AG: 
Erleben Sie den Herbst mit Kürbiss. Kürbis – Halloween – Erlebnispromotion. Seegräben 2001.
 7 2001年4月10日に行なったMartin Juckerへのインタヴューによる（Interview mit Martin Jucker, 
Geschäftsleitung Jucker GmbH. Mittwoch, 10 April 2001 in Seegräben, Kanton Zürich）．
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 「ユッカー・ファームアート社」でのハロウィン・パンプキンの生産は，1997 年の 50
トンから 2000 年の 5,000 トンへの上昇した。ハロウィンに関係した商品の販売額は，3
千万スイス・フランと見積もられている（因みに比較のために挙げると，玩具の年間販売
額は毎年ほぼ 6 億 5 千万スイス・フランである）。ユッカー社だけでも，2000 年には，
800 万スイス・フランであった。限定生産の「ハロウィン・スマート二輪馬車」も市場に
投入され，45 台が売れた。その内，15 台は食料品関係者があつかい，30 台はノン・フード・
マーケットの扱いであった。マーケット・リサーチ研究所 “IHA / GfM” は，ノンフード作
物における（そう呼べるかどうかはともかく）非合理的










 8 Andreas Schaffner, Im Kinderzimmer wird’s gruselig. . . . . ＜子供部屋や恐怖でいっぱい：ハロウィ
ンで雑貨は秋季の空白を埋められそう……  論者によれば，今年 （2000年） の雑貨の売り上げは3千万
スイス・フランの売り上げ増になる見通しという＞。In: Cash, 13. Oktober 2000, S. 7.































ている＞ と語っている11。またリント＆シュプリュンクリ社 vi の経営責任者エルンスト・
タンナーも，チョコレート市場に新たな需要のテーマを活発化させるために，新しい祭り
10 Martin Huber, Techno-Geisterstunde im Industriegebiet. . . .  ＜工業地域でのテクノ妖怪のひととき：
エーリックのABBホールでのハロウィン・フェスティヴァルでは優に15,000人が夜通しダンスに興じ
た。主催者は，大成功と語っている＞。 In: Tages-Anzeiger, 30. Oktober 2000, S. 15.
























12 Sandra Escher, Neue Ferertage erfinden.. . . ＜新しい祭りの日を創る：リント＆シュプリュンクリ
社の経営責任者エルンスト・タンナー（Lindt & Sprüngli / CEO und VR-Präsident Ernst Tanner）は
クリスマス商戦が特別のものになると語り，また新しい板チョコ・シリーズにも触れながら，アメリ
カでのビジネスも好調であるとことを紹介した＞.  In: Handels-Zeitung, Nr. 50, 15. Dezember 1999, 
S. 25–26.
13 例えば次を参照， Irene Widmer, Halloween – eine europäische Erfindung.. . . . .＜ハロウィンはヨー
ロッパで創られた：ハロウィンの起源はケルト人の行事であり，したがってそのルーツはヨーロッパ
にある，2300年前にヨーロッパではこの催しが行なわれていたわけだ＞．In: Tages-Anzeiger, 29. 


























14 Christina Hubbeling, Von der Street Parade zu Halloween. Tanz und Maskeraden im Zeichen des 
keltischen Kults（ストリート・パレードからハロウィンへ／ケトルとの信奉の旗印にダンスと仮面）．
In: Neue Zürcher Zeitung, 30. Oktober 2000, Nr. 253, S. 41.
15 Annelies Friedli, Gruselige Halloween-Nacht. Extradrinks, Sondermenüs, schwarze Dekoration: 
Wer in der Zürcher Gastroszene etwas auf sich hält, setzte dieses Wochenende auf Halloween（身
の毛もよだつハロウィンの夜：特別ドリンク，特別メニュー，暗黒デコレーション：チューリッヒの
レストランに何かを期待する人は今度の週末をハロウィンに賭けては）．In: Tages-Anzeiger, 1. 






















ついては 2 つの公開の祭りへの案内がなされている。グルフティ・カルチャー xii も，その
音楽「ゴシック・ウェーヴ」xiii が 1980 年代にブームを現出した後はほとんど意味をもた
なくなったが，それでも独自の溜り場を維持して，ヴァルプルギスの夜の祭りを続けてい
る。ゴシック・カルチャーは独自のスタイルへの刺激を，あの世との出会いを内容とする
16 Susi Zihler, Statt Spuk nur ein kleines Spüklein. Ultimativer Trend oder nur ein Marketing-Trick? 
Trotz aller Bemühungen wird Halloween in der Schweiz nicht richtig gefeiert. In: Tages-Anzeiger, 
27. Oktober 1998, S. 79.
17 Marcel Nusskern, Völlig aus der Luft gegriffen? Halloween:. . . . . . ＜ハロウィンって本当は嘘っぱ
ち？ 満杯になって溢れ出して，ヨーロッパでお客を探している＞.  In: Aargauer Zeitung, 27. 
Oktober 2000, S. 39.
18 Pfarrer Georg Schmid, Winterthur: 参照，www.winti.ch/wiwo/archiv/1999/43/halloween.html.
19 Hélène Arnet, Wicca, die Hexe vom Mutschellen.. . . . . ＜ヴィッカはムッチェルンから来た魔女：
今日は魔女の大きな祭り，ヴァルプルギスの夜，ヴィッカも一緒に踊る，彼女はルードルフシュテッ
テンに住んでいる彼女は，自分が魔女として生れてたと信じている。＞．In: Tages-Anzeiger, 30. 

































20 Udo Theiss / Dani Winter, Night of the Living Dead. Hexen, Gruftis und Abschaum （死霊の夜：オ
ジサンたちと滓［訳注］“Grufti” は70年代の前衛への古臭いとするときの呼称，“Abschaum” はパウ
ロの第一コリント書にある人間の泡 
4 4 4 4
or 滓
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な見栄えにまで発展した。季節の頂点，すなわち，葡萄の摘み取り，秋祭り，8 月 1 日の
農家での昼食会 xix が，1990 年代初めから，時とともに多くの訪問者を集めるようになった。
因みに 8 月 1 日の昼食会を企画してきたある農家の夫妻によれば，訪問者の大半はチュー
リッヒやヴィンタートゥアなどの近隣の都会からやって来る。1999 年の場合，スイス全











21 Urs Bühler, Die Landschaft in der Nase – im Gaumen der Most. 1. August-Brunch auf 
Bauernhöfen lockt viele Besucher an（鼻に田舎の空気，口に果実酒：大勢の人を誘う8月1日の昼食
会）．In: Neue Zürcher Zeitung, 2. August 1999, S. 29.
22 Hélène Arnet, Zum Wohl des grössten Rebdorfes（最大の葡萄村に乾杯）．In: Tages-Anzeiger, 9. 























































































i  p. 135 （S. 260）映画『E. T.』：アメリカ「ユニヴァーサル映画」社が製作し1982年に公開されたSF
映画。監督はスピルバーグ（Steven Spielberg），タイトルのE. T. は “The Extra Terrestrial” の略語と




ii  p. 136 （S. 261）＜根＞（Wurzeln）よりも＜道＞（Wegen）：ドイツ語で表記されているが，ジェイ
ムズ・クリフォード（James Clifford）の “roots” と “routes” を対比させる視点として，ここで訳出
しているハロウィンの研究でも，編者のコルフをはじめ数人が言及している。
iii p. 136 （S. 261）ゼーグレーベン他：ここで言及されるチューリッヒ近郊の地名の原語表記を次に挙
げる。ゼーグレーベン（Seegräben）， アー谷（Aathal）， プフェフィカー湖（Pfäffikersee），ヴェッツィ
コーン（Wetzikon），ヒンヴィール（Hinwil）．
iv p. 139 （S. 264）ベルリン郊外シュプレーヴァルト（Spreewald bei Berlin）：シュプレー川はエルベ
川の支流で，ベルリンを貫流している。その南南東に広がるのがシュプレーの森で，ベルリンに近い
ところは約40キロメートルの距離である。なお近年では，ベルリンから約100 kmに位置する区域が，
26 Paula Biason, Darunter ein paar Kürbisse（二三個のカボチャが混じると）．In: Tages-Anzeiger, 8. 





v  p. 141 （S. 266） インテリオ（Interio）：ウィーンに本店を持つオーストリアの家具生活用品を中心と
した百貨店のチェーン店。




vii p. 144 （S. 268） スイス・プロテスタント教会連合（SEA）：正式名称はSchweizerische Evangelische 
Allilanz. 



























xiii p. 144 （S. 268） ゴシック・ウェーヴ （Gothic Wave）：グルフティ・カルチャー世代のロックを中心
とした音楽で，1980年代の前衛であった。




xv p. 145 （S. 268） 降神術の集会（Séance， [pl.]-n）：フランス語の “seoir” に由来し，会合・集会・会
議が原義であるが，降神術の集会の意味でもちいられる。
xvi p. 145 黒魔術 （schwarze Magie）：他人を呪ったり災厄を喜ぶなどの悪意ある呪的な行為を指す一般
的な語と読めばよいであろう。なお黒魔術の語源はギリシア語の “nekros” （死者） と “manteia” （予
言） の合成語で交霊術など意味したが，ラテン語化した “necromantie” が類音から “niger” （黒い） と 
“mantia” → “magia” と俗解されて黒魔術の語が生まれ，またそこから対比的に幸運を呼びよせる ＜白
魔術＞ の概念も派生した。
xvii p. 145 （S. 269） テッシン （Tessin）：中部スイスの町
xviii p. 145 （S. 269） ザンクト・ガレン （St. Gallen）：チューリッヒの東に隣接する州で，また同名の都市
は古くからの修道院の所在地として知られている。















xxii p. 148 （S. 272） ＜ニョッキ＞（Gnocchi）：小麦粉にジャガイモや栗の粉などを加えて練ったものを
板状あるいは団子にして塩茹でし，ケチャップ，チーズ，ほうれん草など添える。素材はパスタに近い。
ドイツ語では “Nocken”， “Nockerl” で，オーストリアでは一般的な食物である。
xxiii p. 148 （S. 272） 板クッキー（Wähe, [pl]-n）：スイスの平たいクッキーの一種で，塩味あるいは甘み
のあるものを載せる。














［原タイトル］Heinz Schilling (Frankfurt am Main), Komet Halloween
事例 1：フランケンシュタイン城砦でのハロウィン
 ブライアン・ヒルは，ドイツのまんなかでのアメリカ人のふるさと祭りを思い出してい
た。それは 1975 年に遡る。ダルムシュタットの US コミュニティは，その時はじめてハロ
ウィン・パーティーに招待されたのだった。ホスト側は 500 人分を用意していたが，実際
にはその 10 倍に及ぶ 5000 人がダッジとビュイクii に乗ってやってきて，軍隊の緑色のナ
ンバープレートが会場の界隈に延々と並んだ。そしてフランケンシュタインの城砦跡 iii へ
足を運んだのである。それから 15 年が経過すると，ハロウィンに参加してフランケンシュ














 1 Claude Lévi Straus; Der hingerichtete Weihnachtsmann. In: Der Komet. Almanach der Anderern 
Bibliothek auf das Jahr 1991. Frankfurt am Main 1991, S. 162–190. here S. 172. [Le Père Noël 














によって徹底的に組織されたイヴェントが，3 日間の週末が 4 週続いて企画される。参加


























造霧マシーン。女子学生の S. と C. が参与観察に精を出している。二人は，半時間の処刑
ショー（退屈だった！）の後，廃墟を一周する見学に向かう。＜お化け屋敷と言っても通
り抜けるだけじゃないかしら＞，とは C. のメモである3。ところが，どうして。30 種類も
の ＜映画やテレビでお馴染みのモンスターたちがずらりと＞ 揃っている。アクションだっ
て欠けてはいない。早くも何体かが書割から抜け出して S. を目がけて ＜つかみかかり＞，
追いかけ，遂にコーナーに追い込んだかと思うと，最後はコースから引き攫う。お楽しみ
どころじゃない。ところが，S. の恐怖の叫びは怪物には励ましとでも聞こえたらしい。遂

















 チェーンソーを振り回すモンスター役の男性俳優たちにとっては全てが ＜メガ娯楽＞ 
に他ならない，との簡潔な感想を，今回フィールドワークを行なった彼女たちは聞き取っ
た。「劇場企画・真夜中の夢」社 x は，1995 年にフランケンシュタインでハロウィンのス





（Caroline Gremmel）とサブリナ・シャムバー（Sabrina Schamber）が提出したレポートによる。 
 4 Masken zwischen Spiel und Ernst. Beträge des Tübinger Arbeitskreises für Fasnachtsforschung. 


















なおグローバルな活動（M & A， ワーナー・ブラザーズ，ムーヴィー・ワールド）がそれに
対抗しているところがある。またローカルな経済が中心でもローカルな価値付け（カーデー
ヴェー xi，携帯電話取ショップ，ペーパー製品ショップ，ディスコ）は，どこか他所から




































ア ナ ロ ジ ー
同性＞ を考察する。そこから浮かび上がる
のは，一つには転倒した世界であり，またそれにともなう制限されてものとしての身分の
 5 Anthony P. Cohen, Whalsay. Symbol, Segment and Boundary in a Shetland island community. 
Manchester 1987, p. 60. 
 6 Wolfgang Heitmeyer (Hg.), Was halt die Gesellschaft zusammen? Frankfurt am Main 1997 u.ö.; 
Hans-Georg Soeffner, Die Auslegung des Alltags. Bd. 2: Die Ordnung der Rituale. Frankfurt 1995 
(2. Aufl.).; Wolf-Dietrich Bukow, Leben im der multikulturelle Gesellschaft. Opladen 1993.
 7 参照， Knut Hickethier, Apparat – Dispositiv – Programm. In: Knut Hickethier / Siegfried Zielinski 
(Hg.), Medien / Kultur. Berlin 1991, S. 421–447.; Carsten Lenk, Die Erscheinung des Rundfunks. 
Einführung und Nutzung eines neuen Mediums 1923–1932. Opladen 1997.
 8 Claude Lévi Straus; Der hingerichtete Weihnachtsmann. (注1), S. 181.
ヨーロッパ諸国のハロウィン（4）
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 9 同上, S. 182.
10 Victor Turner, Betwixt and Between. The Liminal Period in Rites de Passage. In: Der., The Forest 
of Symbol. Ithaca 1967, p. 93–111.













































（Warner Bros. Movie World）xvii のハロウィンは，2000 年の場合，十月の毎週の金曜と土
曜がその期日であった。毎日 6 時間のプログラムで，合計すると 48 時間であった。主催
者は（ロゴは「ドイツのハリウッド 」）はチェーン展開を手がけているアメリカの “Six 















らしい＞ コスチュームのコンクールは “Best Outlet Competition” と呼ばれ，内部の意思
疎通のためのパンフレット “Backstage Halloween-Special” を通じて行なわれる。そこに
は頭蓋骨や死神や蜘蛛のシンボルなどが現れて，10 月 6 日までの毎日，カウント・ダウン
方式で繰り返される。パンフレットにはハロウィンの“roots”についてもインフォメーショ





























































の ＜儀式＞ はなお到来しなかったことになる。別の例をとると，二人の ＜意識的な観








 14 Ursula Rao / Klaus Peter Köpping, Transformation der Wirklichkeit. Der Begriff des „Rituals“ 





















i  p. 152 （S. 273） 「ハロウィン彗星」：ハレー彗星のもじりのこのタイトルは，新しい祭りを対象とし
た研究にとって先駆的であったレヴィ＝ストロースの論文「処刑されたサンタクロース」のドイツ語訳
が図書情報の年鑑『彗星』に掲載されたことに因むようである。参照，原注1．
ii  p. 152 （S. 273） ダッジとビュイク（Dodges und Buicks）：どちらも米国の乗用車の車種。“Dodge”
は現在はChrysler社の一部門が作っている。“Buick”は自動車製作者David D. Buick （d. 1929） に因み，
GMの一部門が手がけてきた。 





















ンケンシュタインの花嫁』（Bride of Frankenstein）， 1939年『フランケンシュタインの復活』（Son of 
Frankenstein）を演じた。
vi p. 153 （S. 273） ハイデルベルク（Heidelberg）：ドイツ南西部，バーデン＝ヴュルテムベルク州北辺
のネッカー河畔の古都でロマンティックなイメージが付着している。事実としてロマン派作家の活動
の拠点の一つであったが，その名を特にポピュラーにしたのはシェッフェル（Josepf Viktor von 
Scheffel 1826–1886）の詩「アルト・ハイデルベルク，汝，麗しき町，誇り富める都…」（Alt-Heidelberg, 







vii p. 153 （S. 274） イキーノグラフィー（Ikinographie）：入場券を買って奇怪なモンスターを相手にす
ること，特に映画の古典的なキャラクターとして知られるフランケンシュタイン（モンスター）やド
ラキュラ，さらに最近の話題作の主人公ハンニバル・レクターなどが取り入れられているところから，
＜イコノグラフィー＞（Ikonographie 図像学）と＜キーノ＞（Kino＜Kinomatograph 映画 ［館］）を
重ねたギャグのようである。
viii p. 153（S. 274） ヘンナ染め刺青のスタンド（Henna-Tatoo-Stände）：ヘンナは指甲花ならびにその
樹皮から取った黄色の染料で，本物の刺青ではなく，一時的に刺青風の模様を皮膚に施すことがあり，
ここはその屋台。
ix p. 154 （S. 274） 沈黙した羊たちの群からハンニバル・レクター（Hannibal Lecter）が現れ出て：ア
メリカの作家トマス・ハリス（Thomas Harris 1940 born in Jackson / Tennesy）の種々の小説に登場
する主人公。ハリスは地方紙 “News Tribune” の記者を経てAP通信社のレポーターと編集長を兼ね
た後，作家活動に転じた。小説『レッド・ドラゴン』（Red Dragon. 1981）でハンニバル・レクターを


















逃れる。1990 年にジョナサン・デミ（Jonathan Demme 1944 born in NY）監督作品として映画化
され，アカデミー賞を受賞した。配役はハンニバル：アンソニー・ホプキンス，クラリス：ジョディ・
フォスター。
x  p. 154 （S. 274）「劇場企画・真夜中の夢」社（Theaterunternehmen Mitternachtstraum）：原語を
ここで表示する。
xi p. 155 （S. 275） KadeW（カーデーヴェー）：„Das Kaufhaus des Westens“ （ウェスト・デパート）
を略したもので，ドイツ最大の老舗百貨店。1907年にユダヤ人商人で商務顧問官であったアードルフ・
ヤンドルフ（Adolf Jandorf 1870–1932）がベルリンの西区域に創設した。立地のタウエンツィエン街




xii p. 156 （S. 276） “libertas decembris”：古代ローマでは “december” は語義では十月，後にJulyと
Augustが追加されたため十二月の呼称となった。この月には価値の転倒を意味する行事が行われてい
たことを踏まえて，十月（or 十二月）の自由をレヴィ＝ストロースは論じている。
xiii p. 157（S. 277） シャリヴァリ（charivari）：不釣合いな結婚や，周囲への振る舞いを怠る新婚カップ
ルなどへの嫌がらせや揶揄として，若者組あるいは大勢の若者たちが，鍋や釜などあり合わせの道具
で騒音を立てて囃したてる習俗。語源は定かでなく，擬音語とも，ラテン語 “caribaria”，中期仏語
“charier / charroyer＋varier” ともされる。









xvi p. 157（S. 277） ヴァルプルギスの夜（Walpurgisnacht）：参照，U・ムーリ／ G・ギュール「… ス
イスのハロウィン」への訳注viii.








マニー」（Movie Park Germany bei Bottrop-Kirchhellen）と呼ばれ，次の6つのセクションに分かれる。
The Wonderreich, Hollywood Street Seit, Streets of New York, The Old West, Nickland, Santa 
Monica Pier.
xviii p. 159 （S. 278） シックス・フラッグ社系：„Six Flags“ はアメリカのテーマ・パーク運営会社。1961
年にテキサスに最初のパークをオープンさせた。1984年にWBとライセンス契約を結んで，同社がも
つ映画のキャラクターを活用すると共に，その運営を引き受けるようになった。ドイツのボトロープ=




xix p. 160 （S. 279） カリフォルニア州バーバンクのWB「ドラキュラ」アーカイヴ…：WBについては前
掲訳注xiv「ワーナー・ブラザーズ」を参照。ドラキュラは，イギリス領時代のダブリンに生れたアイ
ルランド人作家ブラム・ストーカー（Bram＜Abraham Stoker 1847–1912）の小説 “Dracula”（1897）
が原点となり，その後，映画化によって一層親しまれるようになった。ストーカーが素材としたのは









xx p. 160 （S. 279） クリストファー・リー（Christopher Frank Carandini Lee 1922 born in London）：
リーは出演した映画250本とも言われるが（ギネスブックに記録），特にドラキュラ役が有名である。
1957年にイギリスのハーマン・フィルム・プロダクション製作の『フランケンシュタインの逆襲』（The 
Curse of Frankenstein. 監督：Terence Fisher）でフランケン男爵役のピーター・カッシングと組んで
モンスターを好演して注目され，次いで同じコンビで『吸血鬼ドラキュラ』（Horror of Doracula. 監
督テレンス・フィッシャー）に出演した。リーはこの第一作を含めて合計9本製作されたドラキュラ・
シリーズのうち7本に出演した。
xxi p. 160 （S. 279） ユピター灯（Jupiterlampe）：映画撮影・舞台照明・手術台などで用いられる強力電
灯






［原タイトル］ Alois Döring (Bonn), Halloween im Rheinland  –  Notizen zu einem 
Forschungsprojekt




































ルヴァイラー市 （Bad Neujahr-Ahrweiler） に「ハロウィンの小山羊たち」（Halloween-
Kids）なる協会を設立した。彼女は，子供たちに扮装や化粧をさせ，アメリカの先例通り





























































もまとまる運びであり，それは 2 年後（2002 / 2003）に輪郭を得て配布することになろう。
［訳注］




ii  p. 167 （S. 282） ルービーズ・コンツェルン（Konzern Rubie’s）：世界最大のコスチューム服飾メー
カー。1951年のニューヨークのクィーンズに，ルービーンとティリー・ベージュの2人が新聞・雑誌・
小物類を扱うキャンディ店 “Rubie’s Fun House” をオープンした。60年代からは劇場の注文を受けて







［原タイトル］Sabine Doering-Manteuffel (Augsburg), Zeichen vom Fliegengott























































パ大陸とアメリカ合衆国へ伝播した。その信奉儀式に ＜宗教＞ （Religion） の語を当てる
ことには納得しない向きもあろうが，著者の切り込み方にはたしかに適切なところがある。
ハットンはその信奉の仮面をはぐことに歳月を費やし，＜puzzles in the story＞ に取り組
み，それを顕微鏡で観察するところまで進んだ。ハットンは読者を，ヴィクトリア朝とフ
リーメイソンの世界へと誘い出した。フリーメイソン，つまり秘密結社と遍歴者と魔術師
 1 Linda Dégh, American Folklore and the Mass Media. Indiana 1994. Chapter 3: Magic as a Mail-
Order Commodity. p. 54–79.







験を埋め合わせてくれるヴェールでもあった。19 世紀から 20 世紀にかけての時期には





















 3 Ronald Hutton, The Triumph of the Moon. A History of Modern Pagan Witchcraft. Oxford 1999, 
Chapter 7: Finding a Folklore, p. 112–131, here p. 117.
 4 出典， “Hertha”, Sammlung “Songs before Sunrise” by Algernon Charles Swinburne (1867).

























 6 これについては次を参照， Robert Mighall, A Geographic of Victorian Gothic Fiction. Mapping 
History’s Nightmares. Oxford 2000. 
 7 “Corn Dolly” の概念は多義的である。イギリスには “corn dolly plaitings” の伝統がある。収穫時





（Thornton Wilder, The Matchmaker）であったが，さらに遡れば，同種の素材は，すでにネストロ
イ （Johann Nestoy） の作品に見出される。また同じ名称で目出度し目出度しの終わり方をする作品に
は，1998年にフランクフルト・アム・マインで刊行された医師アッハの『ハロー・ドーリー？ クロー
















































 では現代の社会は，お守り （材料は別として） を戸口に置くとすれば，何を問題にして
























 9 Brian Hoggard, The Archaeology of Counter-Witchcraft 1700–1950. (大会での発表記録) Beyond 
the Witch Trials. The continuation of witchcraft and magic in European cultures from the eighteen 
century onwards. University of Hertfordshire. Watford Campus, 9. Dec. 2000.
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i  p. 170 （S. 283） 蠅の神（Fliegengott）：聖書で言及される悪魔の頭目の呼び名ベルゼブブのドイツ語
名。「マタイ伝」12．24には＜悪魔の頭目の力を借りて悪魔を追い出す＞（小難を除こうとして大難を
招くの意）などとして現れる。“Beelzebub” ＜hebr. Baal-zebubはドイツ語では “Herr der Fliegen”。
論者は論考の最後の箇所で，特にゲーテを踏まえながら，この名称でハロウィンを喩えている。




やがて共同経営者としてノーブル（L. C. Noble）と組み，またE.ノーブルとの共同会社をHeinz-Noble 
& Companyとした1872年にピッツバーグへ移った。トマト・ケチャップを手がけたのは1876年であっ
た。同社のキャッチフレーズとして有名な ＜57 varieties＞ は1892 年であるが，ニューヨークの高級
鉄道車両が ＜25 varieties of shoes＞ に対応すると宣伝したことにヒントを得たとされる。また5と7
は創業者夫妻が好んだ数字の組合せであったとも言われる。 
iii p. 170 （S. 284） タッパーウェア・パーティー （Tupperware-Parties）：タッパーウェアはアメリカの
プラスチック容器メーカー，また同社の製品。タッパーとも略称される。同社は1938年に，ポリエチ







iv p. 170 （S. 284） エイヴォンの相談員（Avon-Beraterinnen）：エイヴォンは世界有数の化粧品会社











v  p. 170 （S. 284） ベーグル（Bagel[s]）：ドーナツ型の固いロールパン。イースト入りの生地を茹でて
から焼いて作られる。
vi p. 170 （S. 284） ジャック・オ・ランタン（Jack O’Lantern）：ハロウィンのパンプキンに付会した起
源譚。蹄鉄師のジャックが誰にも負けない馬の蹄鉄を打つ代わりに悪魔に魂を売った罰として，永遠
にカブラの中をなかをさまようなどとされるが，他のヴァージョンもある。
vii p. 172 （S. 285） W. B. イェーツ（William Butler Yeats 1865–1939） ：アイルランドの劇作家・詩人。
1923年にノーベル文学賞受賞。
viii p. 172 （S. 285） D. H. ロレンス（David Herbert Lawrence 1885–1930）：イギリスの小説家・詩人。
『息子と恋人』（Sons ad Lovers. 1913），『チャタレイ夫人の恋人』（Lady Chatterley’s Lover. 1928）
などがある。
ix p. 173（S. 287）バービー・ドール（Barbiepuppe）：元は英語の “Barbie Doll”（バービーちゃん），
金髪碧眼のプラスチック人形。




xi p. 174 （S. 288）：サイバー・ワールド（Cyberworld）：コンピュータによる人工頭脳の世界といった
意味。因みに，元の “cybernetics” はアメリカMITのNorbert Wiener が提唱した概念で，生物，機
械の両者の制御機構を共通原理として解明する学問。
xii p. 175 （S. 288） サーク島（Sark island）：イギリスのノルマン諸島の小島，フランスのノルマンディー
半島南岸に近く位置する。








［原タイトル］ Nicoletta Diasio (Strasbourg), Communion, confusion, consommation: 
de la gourmandise et des morts.














れを，11 月 1 日と 2 日の間に起きる死者たちの ＜本当の＞ 集いと同一視することを続け
ていたのだった。
 この単純な誤認が物語るのは，修得した知識




とのあいだの落差である（M. P. Julien / J,. P. Warnier, 1999）。それは
また，ローカルな伝統に，輸入された祭りが重なり，そこに北米の消費者の行為も付随す
るという構造的なシステムをも示している。そうした分節の力は，それが無意識であると
いう性格に存する。言い換えれば，ルーツとルート（racines et trajets / roots and routes, J. 




















その結果はアイデンティティ的な構成と主観化の形式の複合となるが故に（J. P. Warnier, 
1994; 1999），社会の分析となるためには，その所産は単純なマーケット機能を超えるこ






















  ― 死者の夜のシチリア島の子供たちの祈り
 歴史家 J. M. モシェーヌ（1694 リューベック生― 1755 ゲッティンゲン死）の『古代・






く統合のシステムであった（参照，E. De. Martino, 1975; M. Eliade, 1949; V. Lanternari, 















 1 モシェーヌ（Mochein）の引用は次による。In: Archivio per le Tradizioni Popolari. 1907, vol.
XXIII, p.508. 
 2 “la fête de la Befana”：“Befana” はプロップ（Propp）が記述した “Baba Yaga” と通じるところ
がある古い存在である（［訳注］バーバー・ヤガはロシアの俗信で，鶏の脚をもつ小屋に住み，空を飛




い親近性を示してきた。シチリアの伝統では，菓子類や玩具のプレゼントが 11 月 2 日に



















のイデオロギーが反映されているわけである（A. Di Nola, 1995, p. 70 seq.）。言い換えれ
ば，生者たちと契約を結ぶことになる第一のグループは，逝去にむけて準備をした人々で，
それゆえ生者と対面するといっても，彼らは大きな距離をおいた位置に存する。反対に，
この世と接続していることは ＜障碍である＞ （Pitré, 1881）。モシェーヌの伝える隠棲者
 3 1971年にブッティッタ（A. Buttitta）の報告するところによれば，シチリア島人の9割がこのベファ
ナの習俗を行なっており，その他の人々はクリスマスの習俗，すなわち “Vecchia Strina”（フランス





































 5 煉獄（Purgatoire）とキリスト教前の死後のあり方の間の連続については次を参照,　Le Goff, 































よ，継続性と遡及力を帯びた過程のなかで強まってゆく （L. Degh, A.Vaszonyi, 1981）。
さらに，年齢集団間の攻撃性の儀式化は，反省の他の大きな軌道を切り開く。祭りのなか
 6 この他，「ラジオ・ヨーロッパ」で2001年に放送されたインタヴューがある（radio d’Europe 1. le 

































タンド＞ （turronari） であり，農民の祭りには ＜聖店＞ （sagre：祭りの店） になるが，そこ
 7 Uccello 1976; “pupo” は “poupée”（小さな人形）を指す。すなわち女児のための操り人形（pantin）
や金属性のマリオネット（糸操り人形）であり，シチリアの “pupi” にはシャルルマーニュとその騎







と関連して屡々見られる（Museo delle Arti Tradizioni Popolari, 1984）。甘い食べ物とし

















































あり（Naturalis Historia, XVIII），オウィディウス xxi が記すところでも，＜死霊を祀
る＞ xxii に際して，家族の父親はソラマメを贈物とした後，夜中にそのソラマメを投げて



























られ，齧られる＞（A. Bacchiega, 1982: p. 104）。食用の人形は少しづつ食べられ，消費








10 ソラマメはフランスの伝統のなかでは，いわゆる ＜王様のケーキ＞ （“la galette des Rois”） におい
て見出される。アーモンド，バター，小麦粉，卵で作られ，公現祭 （l’Epiphqnie） の食物である。中




















してのみ行なわれるのではなく，その否定によってもなされる＞ （F. Faeta, 2000: p. 211）。
この世の形成と破損のこの作業に砂糖が関わるのは偶然ではない。この世界の喜びの絆の
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iv p. 180 （S. 208） サトゥルヌスの祭り（Saturnales）：古代ローマに農耕を背景にしたとされる民衆的
な祭りで，12月中旬（12月17日から一週間という見方が一般的）に行なわれた。
v  p. 180 （S. 208） 万聖説（la Toussaint）：11月1日に行なわれる。クリュニー修道院長オディローが
定めたとされる。訳出した論文の他，スペインのハロウィンに関するヨセーフィーナ・ローマの論考
への訳注を参照。




vii p. 180 （S. 208） サンタ・クロス（Santa Claus）：聖者ニコラウス（Nicolaus）に由来するが，中世
半ばに遡る長い崇敬と12月6日の例祭日の俗信化のなかで，聖者の随伴者として奇怪な姿で表される
ようになった。
viii p. 180 （S. 211） サント・ルーシ（Sainte Lucie）：いわゆるサンタ・ルチアで，古代ローマのディオ
クレティアヌス帝時代にシラクサで殉教したとされる伝説的な聖女。地元に当たるシチリアで親しま
れている他，光にまつわる伝承が付会したため北欧においてその習俗が厚い。例祭日は12月13日。






x  p. 183 （S. 210） “monelli”：“monello” は伊語で不良少年・小悪党の意。
xi p. 183 （S. 210） “panuzzi dei morti”：死者のための小さなパン。ソーセージや肉の脂身を敷いて焼
いたイタリアのパンに “panunto” があり，その縮小形のようである。










xiv p. 184 （S. 211） “pupi ri zuccuru”，“pupi a cena”，“pupaccena”：ここでの伊語の語意は，“pupa”
人形，“zuccuru” 砂糖（表記はやや変則），“céna” 夕食。
xv p. 184 （S. 211） 無原罪の御やどり（Immakulee Conception）：聖母がイエススを身ごもったとされ
る日。12月8日。
xvi p. 185 （S. 211） “torrone”， “turronari”：“torrone” は，アーモンド，卵白，蜂蜜などを混ぜて焼い
た菓子で，伝統的にクリスマスの食べものであった。“turronari” はそれを扱う屋台で，ヌガーのスタ
ンドと訳した。
xvii p. 185 （S. 212） “frutta martorana”：“martorana” は殉教者を指す “matrio” から来ているらしく，
キリスト教の祭礼に因んだ名称である。
xviii p. 186 （S. 212）灌奠（libation）：古代ギリシア・ローマでは，死者の墓に酒や蜂蜜をかけて祀った。
（拉）リーバーティオー（libatio）。
xix p. 186 （S. 212） 聖アムブロシウス（Ambrosius 333–397）：古代ローマの代表的な教父の一人。ロー
マの名門の出身でトリーアに生まれ，長くミラノ司教としてキリスト教の理論と儀礼の整備に尽くした。
アウグスチヌスに洗礼をほどこし，またマリア崇敬の起点ともなる観点を示した。例祭日は12月7日。








xxii p. 186 （S. 212） 死霊を祀る（“lemuria”）：仏語では “lémure”，古代ローマで死霊を祀ったレムリア
祭。ただし近代語では ＜夜行の死霊＞ の意味でも使われることがある。









xxv p. 189 （S. 214） 片面クレープ（crépon）：片ちりめんの厚手のクレープ。
